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はじめに 

公益社団法人日本理学療法士協会および一般社団法人日本作業療法士協会は、平成 8年度より一般

財団法人日本公衆衛生協会の地域保健総合推進事業の分担事業を受託し、地域保健領域における理学

療法士と作業療法士の効率的かつ効果的なあり方について検討して参りました。 

 令和 4年度には、全国の保健所と都道府県の理学療法士会（以下、PT 士会）・作業療法士会（以下、OT

士会）を対象にアンケート調査を実施し、成人（働き盛り世代）に対する生活習慣病予防等の健康づくりに

理学療法士・作業療法士が寄与できることが明らかになりました。調査結果から生活習慣予防、腰痛予防、

メンタルヘルス不調対策に関する保健事業へ理学療法士と作業療法士が一定程度関わることができている

ことが分かりました。令和 5年度は、令和 4年度事業で把握できた好事例を全国の都道府県 PT士会・

OT 士会へ横展開するために、関係者を集めての研修会開催と、今後の事業戦略等について検討する会議

を実施し「自治体または企業における成人の健康づくりに寄与するための手引き～都道府県の理学療法士 

・作業療法士の担当者向け～」を作成しました。令和 6年度は、令和 5年度の完成した「普及のための手引

き」を利用して、地域の健康づくりに関する事業開始を望む PT士会・OT士会からモデルチームを 2チーム

構成し、その事業に対する「伴走支援」をパイロット的に実施したうえで、他の PT士会・OT士会へ横展開

するための伴走支援のあり方を検討しました。その成果をモデル事業として周知するための研修会を開催

し、各都道府県士会に関係者の参加があり、横展開の準備を整えることができました。 

 本年度は、「理学療法士・作業療法士の地域・職域での予防・健康づくりを目的とした保健活動を推進する

ための伴走支援のあり方に関する検討と普及事業」として、新たにモデルチームとして PT士会・OT士会か

ら各1チームの計2チームを構成し、それぞれが事業に取り組む一方で令和6年度実施した「伴走支援」

の成果を基にその精緻化に取り組みました。そこから得た伴走支援の効果や取り組みの新たな視点につい

て研修会で報告するとともに、精緻化された伴走支援の方法等を令和 5年度に完成した「普及のための手

引き」をまとめ直すことができました。新しくなった手引きは、これから事業に取り組む PT士会・OT士会の

組織と個人において、精度の高い伴走支援ツールとなり、地域・職域での予防・健康づくりに大きく寄与でき

ることを期待し、この活用を今後も推進していくことになります。 

 本報告書では、事業内容の詳細とともに、研修会の講義資料等も掲載していますので、ご一読いただけれ

ば幸いです。 

 最後に、本事業を進めるにあたり、ご協力いただきました関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

公益社団法人日本理学療法士協会 

会長  斉藤 秀之 

 

一般社団法人日本作業療法士協会 

会長  山本 伸一 
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第１章 事業の概要 

第１節 事業の背景と目的 

令和４年度より、地域・職域連携推進事業にて着目されている成人（働き盛り世代）に対する予防・健康づくり

に理学療法士・作業療法士が寄与できることを明確にし、その取り組みを普及させることを目的として事業に取り

組んできた。 

本年度は、自治体又は企業における予防・健康づくりに寄与する理学療法士・作業療法士の取り組みを横展開

し、47 都道府県で実施されるように推進することを目的とした。 

 

   〇令和 4 年度からの事業名と結果概要 

   令和 4 年度：「地域や職場における予防・健康づくり等へのリハビリテーション専門職の関わりや役割に関す

る調査研究事業」 

               保健所向けアンケート調査において、ＰＴ士会・OT との連携を希望している保健所が多くみら

れたが、理学療法士と作業療法士による成人に対する生活習慣病予防等の健康づくりに係る取

り組みが多くないことが明らかになった 

   令和 5 年度：「都道府県理学療法士会・作業療法士会において関係機関と連携した地域・職域での予防・健

康づくりを目的とした保健活動を推進するための研修事業」 

               保健活動を推進するための方策を立てるために研修事業を行い、「普及のための手引き」を作

成した。 

   令和 6 年度：「都道府県理学療法士会・都道府県作業療法士会における地域・職域での予防・健康づくりを

目的とした保健活動を推進するための研修の開催および伴走支援のあり方に関する検討事業」 

               令和 5 年度で作成した手引きを利用して、地域の健康づくりに関する事業開始を望む PT 士

会・OT 士会からモデルチームを構成し、そのチームの事業に対する「伴走支援」をパイロット的

に実施したうえで、他の PT 士会・OT 士会へ横展開するための伴走支援のあり方を検討し、研

修会にて周知をした。また、他団体・他職種向けの説明資料冊子「成人の健康づくりと理学療法

士・作業療法士」を作成した。 

 

第２節 事業の内容 

主に３つの取り組みを計画し実行した。 

１、事業に着手できていない都道府県士会が、より事業に取り組みやすくするために、昨年度事業で検討した伴走

支援のあり方を精緻し、伴走支援の効果検証を行う。 

２、精緻化した伴走支援のあり方を整理し、前年度事業までに作成した手引きを改訂する。 

３、昨年度事業結果の周知、事業を始めるにあたって必要となる情報の提示、他士会との意見交換の場として、研

修会を開催する。 



第３節 事業組織 

上記の事業を行うにあたり、以下のように組織立てを行った。 

１、事業推進会議 

     多職種で構成し、多角的に事業の方向性や進捗確認、事業の取りまとめに向けた検討を行う。 

２、伴走支援班 

   １）伴走支援班 

     ①伴走支援のあり方精緻化と効果検証、②手引きの改訂、③モデルチームの伴走支援、の３つの事業につ

いて方向性の確認、進捗確認、伴走支援班の活動の取りまとめを行う。 

   ２）伴走支援のあり方精緻化および効果検証検討チーム 

      伴走支援のあり方精緻化および効果検証の方法などを検討し、整理する。 

   ３）手引き改訂検討チーム 

      令和 5 年度・令和 6 年度事業の成果物である手引きについて見直しを行い、改訂を行う。 

   ４）伴走支援モデルチーム 

       各チームの士会事業について伴走支援を行い、事業推進を図るとともに、支援の内容をまとめる。 

        ・香川 PT チーム 

        ・徳島 OT チーム 

   ３、研修会班 

     研修会実施に向けた準備および研修会運営、アンケートを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４節 会議および研修会の開催 

   １、事業推進会議：WEB 会議 

     第 1 回 令和 7 年 6 月 5 日 

     第 2 回 令和 7 年 8 月 26 日 

     第 3 回 令和 7 年 12 月 23 日 

     第 4 回 令和 8 年 1 月 14 日 

 

   ２、伴走支援班 

     １）伴走支援班会議：WEB 会議  

       第 1 回 令和 7 年 5 月 23 日 

       第 2 回 令和 7 年 8 月 21 日 

       第 3 回 令和 7 年 10 月 9 日 

       第 4 回 令和 7 年 11 月 13 日 

       第 5 回 令和 7 年 12 月 18 日 

     ２）伴走支援のあり方精緻化および効果検証検討チーム会議：WEB 会議 

       第 1 回 令和 7 年 6 月 25 日 

       臨 時 令和 7 年 8 月 6 日 

       第 2 回 令和 7 年 9 月 17 日 

     ３）手引き改訂検討チーム会議：WEB 会議 

       第 1 回 令和 7 年 10 月 27 日 

       第 2 回 令和 8 年 ２ 月 12 日 

     ４）伴走支援モデルチーム関連 

       〇オリエンテーション：WEB 会議 

        令和 7 年 6 月 17 日 

       〇合同進捗会議：WEB 会議 

        第 1 回 令和 7 年 9 月 11 日 

        第 2 回 令和 7 年 12 月 4 日 

       〇香川 PT チーム会議：WEB 



        第 1 回 令和 7 年 8 月 1 日 

        第 2 回 令和 7 年 9 月 4 日 

        第 3 回 令和 7 年 10 月 28 日 

        第 4 回 令和 7 年 11 月 25 日 

       〇徳島 OT チーム会議：WEB 会議 

        第 1 回 令和 7 年 7 月 17 日 

        第 2 回 令和 7 年 8 月 27 日 

        第 3 回 令和 7 年 10 月 29 日 

        第 4 回 令和 7 年 11 月 27 日 

   

 ３、研修会班会議：WEB 

     第 1 回 令和 7 年 7 月 30 日 

     第 2 回 令和 7 年 10 月 6 日 

     第 3 回 中止 

      

   ４、研修会：WEB ※運営は一部対面 

     令和 7 年 10 月 19 日 

 

 



第 2章 伴走支援班 

第 1節 伴走支援班の活動 

１、目的 

本事業における伴走支援班の目的は、自治体又は企業における「予防・健康づくり」に寄与する理学療法士・

作業療法士の取り組みを、都道府県士会の事業として立ち上げ・定着できるよう支援し、その取り組みが全国へ

横展開されるための実装可能な仕組みを整えることである。  

具体的には、①各都道府県士会が事業に着手しやすくなるよう、昨年度までに整理してきた「伴走支援のあり

方」を今年度のモデル支援の経験も踏まえて精緻化すること、②精緻化した内容を手引きに反映し、現場で“使

える形”に改訂すること、③研修会等を通じて成果を周知し、士会間の学び合い・情報交換を促進することを狙い

としている（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：令和 7年度事業 組織体制と事業内の役割 

 

また、伴走支援は単に助言を行うだけではなく、士会内の体制整備、関係機関との連携形成、活動の進捗管

理（可視化）を含め、活動が継続し成果につながるための“推進力”を補強する役割を担う。とりわけ、事業開始

初期に生じやすい「何から始めるべきか分からない」「関係者調整の糸口がつかめない」「活動を評価する軸が

ない」といった課題を、具体的な確認項目やワークシート等を用いて整理し、次の一手が打てる状態へ導くことを

重視した。  

 

 

 

 



２、方法 

伴走支援班は、今年度事業の組織体制（図 1）のもとで、①伴走支援のあり方精緻化と効果検証の検討、②

手引き改訂、③モデルチーム支援、④研修会班との連携（周知・効果検証材料の整理）を並行して進めた。  

進め方としては、令和６年度の本事業体制と同様に（図 2）、班会議・合同進捗会議等の場を活用し、モデル

チームの進捗と課題を共有しながら、支援内容（助言・資料提示・関係者調整の進め方等）を更新した。あわせ

て、伴走支援の効果をどのように捉えるかについては、統計的差異のみで評価するのではなく、実装過程での変

化（体制整備、連携形成、取組項目の拡張、計画の具体化など）を“積み上げ”として捉える方向で議論し、評価

の軸を言語化した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2：モデルチームを支援する伴走支援に関わるチーム体制（令和６年度事業） 

 

効果検証の材料については、研修会の事後アンケート等を活用すること、またモデルチーム（複数県）に対して

「事業実施後の確認項目」をチェックしてもらい、伴走支援を受けたことによる変化を把握する方針を共有した。 

さらに、伴走支援の過程で作成・提示した情報（例：チラシの簡素化、伝えるメッセージの焦点化、段階的な情報

提示の方法など）を“関係機関との調整モデル”として整理し、今後事業を開始したい都道府県士会が再利用

できる形で蓄積することも重視した。  
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Ɏ Ѿ͒ ằ̻ ї 4 ᷆ ϧ᷆ 4 ό 1: ͒ 2: ͒ ὣ

3: ͒ 4:ὣ טּ ͒ ᶺ ᾋὝᴁ Ԍ

ϴ ӡҌ ἐכֿ ͻ ỡᵒ ͻ ꞈ˙ ϯ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₑ ṩ ỡᵒ ͻ ἐכֿ ͻ 

 

 

 

 

  

ἐכֿ ͻ ỡᵒ ͻ 

ằ̻ד ͻ ẈᶅᴱẦγ ἐכֿ ͻ ằ̻ἐד ỡᵒ ͻ  



Ḛ Ἠ ♯ ∙ ͯ  

ɋ דằ̻ ∙ ͯ 

∙ ᶓợͅ Ṑ Ḋᵴ ợ  Ṑ

ˋ ᶺ ὶ Ẫ ‫ δḊᵴợ ỎῨ ї

δ ∙ ͯ ᾊ ὂ∆ ֽ ỎῨ Ϭ• Ὣ

ὶ ᶳ  

Ỏԃ A Ѫԃ Ậ B ᴜᶕ β ῲ

Ѕ Ξ ϯ їג ˂ ↔

Ҿ  

ằ̻ד C A ꞈ їג↑ A Ӫ ͵

ѷ “ Ỏԃ Ϭ Ѫԃ Ậ ᶂΌ ᴜᶕ

β ỸẴ ᴩῥ ┘ ᶳ  

 

 

ₑ  ˞ ᴜꞋḀ₢⁮Ỏԃ ằ̻ד ₑ 

 

 

 

 

 

 



Ɍ∙ ͯ  

Ỏԃ ∙ ͯ э ᶺ ᴜᶕ Љ ͵ ͻ

ͻ᷆ Љ ₩ᶺ ể Љ ỷ

הּ Ḁ↑ ͻ Љ  

Љ ỷ ͻ ῺḀ ᶣַא(structure) Σ (process) ᴕ

Ό(outcome) 3 אּ ᶺ ᾭ Љ ἐỡ⁬ ỷ ᷈ е

ᶺˏ ᶂ ᴕΌ Ḁ ỷ ᷈

→ Ḁ ˮ ϯ π◘ ṭ ᴳὶ Ὣ 3

אּ ї ͻ ͻẰ ͻἪ ͻỖѻ ͻѯᾈ ϯ

 

ẇᶳ https://resilient-medical.com/nurse-management/medical-quality-evaluation  

 

 

 

ₑ ͻể  

 



 

ₑ ằ̻ד ∙ ͯ ᶆ ͻ᷆  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ᴜᶕ  ằ̻ד

→⁵ ᴜᶕ Ῠ Ỷ  

4 ỸẴ ˞ —Ὼ ᴜᶕ ї ḱᴕΌ Ϲ Ầ ṥԃ

Ầ ˀͮ ╧ — →⁵ −ЉὌж ᴜᶕ ג Ἠ ♯

פֿ  

ˢ Ḋ Ἠ ♯ ˞ —˞ ⁮₢ע ᶄ− ῒ/ ᴽ 9 ᴘ ὤԃ

˭ ᴜᶕш ̘ת ể ╪ Ỹ◐  ᴜᶕ̘ת ᶳ ᶓ  ˞ ᴜ —˞

ᴜ ἧ ≤Ⱬ Ⱳ Ῠ ᴜᶕ Ἠ♯ ᶟ ₢⁮ ‫ ע Ṗ

Ҿ Ở Ἠ ♯ −ЉὌж ṭ ṭ ᴩ⁫ἵ⁫

ᶆῲ ṭ ọΉ ᴜ ṭ ᴜ⁫ ᴜẰ ỸẴ ᶆῲ ṭ ṭ ộ ẚỎ

ằ̻ Ӑ  

 14ỗ ṉϓ ặᴁΪ ᶄ− ῒ/ 5 3ᴘ Ϲ Ầ Љ Ỏ

ԃῺ ἐ ⁬ Ѿ ˓ổπ◘ Ἠ♯ ằ̻ ԛ ˓ổ

Sport in Life ע ₢⁮ ₑ Ҋ

╧ — ΅ϓ זּ π◘ ʼ ᶺ ;  

5 ỡộ Ѫԃ →⁵ Ỷ ΅ϓ ⁬ ∙‹ ᴜᶕ +

⁮ ᴜЉ Ѳ Ἠ ♯ ₢⁮ ᴮὂγ ϋḼ ṭᴩ γҡ ϋḼ

Ἢ˰ ṥ→ ╧ — →⁵ ᴜᶕ ῨỶ −

ЉὌж ḑ 6 ᴱ

PT Ầγ OT Ầγ ╚ ˞ —˞ ᴜᶕ ᴜЉ

ỸẴ  

 

 

ₑ 6 ˞ ᴜꞋḀ₢⁮Ỏԃ ḉγỉ  



ằ̻ד ᶳ  

╧ — −ԃ ằ̻ד ї ↑ ỗ ᶳ  

╧ — Ῠἐ •⁬Ѿ −ЉуӨ ˛Ϲ Ἆγ ể ͻ

⁵ −Љ → ᶆ ╕ ╚ ⁵ −Љ β

ằ̻ −ԃ ᵌ⁵ Ὕ Ὼ ᶂ Ӝ

Ἆγẇͽ π◘ ѝ −Љ ỷ ᷈ Ѕ  

Ỏԃ →⁵ •⁬Ѿ −ЉуӨ —ῺуӨ Ξ ὶ ╚ ằ̻ ╚

֥ β ˢ ї ╧ — −ԃ

ᶆ Ḁ Ῠἐ дἐ ԋ ἐ Ỏ — ṥԃἐ ѝ Ậ и  

 

 

 

ₑ SPDCA  

 

 

 

 

 

 

 



ᴜỎԃẇΪ ᴱẦγ  

˞ —˞ ᴜᶕ ṩ Ẉᶅᴱ Ϲ Ầγ ˧Όᴱṥԃ Ầγ ᷇╩

ᴱ Ϲ Ầγ ᴱṥԃ Ầγ ╚ ϧẦγ ἧ Љ ד

ằ̻ἐ ᴁΪ Ỹ◐ ͻ ằ̻ ᶺ ằ̻ד ᴱẦγ ᴜ

Ỏԃ ẇΪ ṥ→ ˞ ᴜЉ Ỹ◐ ᶆ

Љ ѻ  

 

 

1 Ầγ ᾈ  

[ ] ♯– Ӫ ┘ ⱦַא ⁵ ͒ ṙ ᶺ  

[ ] ♯– ϑ  Ӳ ע ⅝ ṙᵃ ⅝ ỡᵒ ͻ  

[ ] ᶣ→ Ѕ ϯ ằ̻ ⅝ ↔  

[ ] ѻ ⁮ ḉ ῾ ӡ ẚ♯ ↔  

[ ] • ʸ☺↑ ˋủ Ḁ уӨ ↔  

2 їגѾї ע ⅝ ᶣ  

[ ] ᴜỎԃ їגѾї ᴱẦγ ע ;ểͯ ;ע ↑ ↔  

[ ] ˞ —˞ ӣҡγע ẇΪ ᴩ ỸẴ  

[ ] ᴱẦγ ╧ ↑ Ỹ┴ ῝β ỉ ṥ→  

[ ] ἥ Љ ῾ ᵺи ע Ѿγ ╚  

꞉ᶅע [ ] ῾ “ ↔ ⁵ṗ ᴱẦγ ╚  

3 ῾ ἽὝ ┘ 

[ ] Ḋ Ẵṭ ˞ ᴜ ṭẰ⁯ ṉϓ ặᴁΪ ϯ  

[ ] ˞ ᴜᶕΞ ᴁ῾ e-Stat ỡộ HP ἽὝ ┘  

[ ] ᴜ⁫ ⁬ Ѿ −ЉуӨ ể δ  

[ ] ˞Ξ ͒ ằ̻ ╚  

4 Ỏԃ ╚ᴁ ỸẴ 

[ ] ˞ —˞ ᴜᶕΞ ḱ ʤ  

[ ] Ῠἐ ͒ ằ̻ ̓ Ằ ᴜᶕꞈ ᴮὂ ᶣ  

[ ] ằ̻ ỷ ↔  

[ ] ᶺ ї•ѻ ˓ổѻ ͒ ằ̻ ╚ᴁ  

[ ] ї ⅝ Ѕ ϯ  

[ ] Ỏԃ ἵ ך ᾝ֖Љ ᴩ  

5 ͻ π◘ PDCA  

[ ] ᵌ⁵ Ὕ Ỏԃ☺ 3Ⱳ ͻ ᶺ  

[ ] ᶣַא Σ ᴕΌ Љ ϲפֿ ͻ  

[ ] ͻᴕΌ π◘ṭ ʼ ỗ ᴁΪ ̛  

[ ] →Ό ᶋỎ ;ểͯ їגѾї ӡ  

[ ] Љ ḽᵅ↑ ᷈ Ằ ͻ ↔  



ᴱẦγ ᾈ  

ɋ Ӫ ┘ ♯– ϑ  Ӳϯ  

1 Ӫ ┘ ♯– ϑ  Ӳϯ  

 

 

 

 

Љ ϋầ ⱦַא ⁵ ͒ ṙ ♯– Ӫ Љ

╚ ᶺ ᶳ Љ ᾑѻ 1 Ӫ ┘ ♯– ϑ

 Ӳ ϯ Ὣ  

ᴱ PT Ầγ OT Ầγ ♯– Ӫ ↔ ╧ — Ҙ

ί ѪΪ ⁵ ỉᵃ ὢỸ ὦ ͒ ṙᵃ ϯ  Ӳ ѝ ♬

˞ Ξ δᴒ Ỏԃ҉‫ ʼ ổּנ; Љ ₢⁮  

ỗ ϧ ᴱẦγ♯– ї Ӳ ע Љ ằ Ṉת ᾦ ⅝

ϑ уӨ ỡᵒ ͻ ᶺ ᶺ↓Ѿї ˛ậγ ẻ ӣ ⅝ ᾝ→֖ Ὓ⅝

Љ ; ↑ ʤ Љ Ỹᵅ↑ ↑נּװ ᷈  

ϯ Ỏ᷆ Љ ᾑѻ ᴁΪ ʼ ẽᶅ ╕ ᶅ ᴳὶ Ἢ

Љ ⁮ ῲ ⁮ ϯ ѯᾈ Љ ѻ ‪

ͻ ᶂΌ ổּנ; Љ ϋ ѻ  

 



Ɍ Ӫ ┘ ╚  

2 Ӫ ┘ ╚  

 

 

Љ ϋầỖ Љ Ӫ ┘ ╚ Љ

ᾑѻ Ӫ ϑ уӨ ỡᵒ ͻ ᴁΪ ʼ ẽᶅ ϯͯ ♯– ϑ

Ӫ уӨ ↔ ᴁΪ ʼ ẽᶅ ᴳὶ Љ  

 

Љ ϋầỖ Ӫ ┘ ╚  

A. Ӫ Љ ╚ Ὣ ↑ 

ⱦַא ‫ Ἠ ♯ − ὶ  

⁵ ⁵ ỉᵃ ╧ ↑ ᷈  

͒ ͯ Ξ ὦ ͒  

ṙ Љ ằ ỉ֖ ỉᵃ ϯ  

Ӫ ϯ ╚ ̛ Љ ᶆ↑  

B. ♯– ϑ уӨ ỡᵒ ͻ 

B-1:♯– Ӫ ᴱ PTẦγ ᴱ OTẦγ  

╧ — ᴳ  

γ˭ ӣ ⅝ ˋủ ᷈  

B-2:ϑ уӨ ͻ 

        ї Ӳ ע ˛ậγ ᶺ↓ ẻ  

Ṉת         ᾦ ⅝ ằ̻  

ỡᵒ ͻ Љ ᴁΪ ʼ ẽᶅ ╕ ᶅ ᴳ  

C. Љ  

Љ ⁮ ѻ Ӫ уӨ ϯ ᶺ ⁮ Ξ ʤ ˍ ᴁ

Ϊ ὂ∆ ‫ ϋ ᴩ Ṕ ѯᾈ ᶂ  

 



ɍ ᴱẦγ ῾ ӡ Ḁ ỸẴ • ʸ☺↑ ᶣ  

ᴱẦγ Љ ̳Ћ ⁮ ᶣ→ ш Ḁ ⁮

Ὣ ể Ҿ ᶣ→

Ѿ ԃ ằ̻ ẩ⅞ ổ Ὣ ᴄ

ᵂ ˋắᴒ ̳Ћ ☺ ϧ ╧ ↑ Ӫ

Љ ☺ ӡ ╚ ἧ ẇΪ ═ е −  

Ỹᶺ ⁮ ш ѻ ⁮ ḉ Ѿγ ╚ ᶂ ḉ

ԃ ↑ ᷈ ѕ ῾ ӡ ⁮אָ уӨ

↔ ᴑ Љ ꞈ ḉ ͽ ⁮  Ӳ

;ểͯ ӡ Љ ԃ ᴳ ͯ ₑ  

Ḁ −ẏ↑ ᷈ ҡ ᶺ ϯ ᵊ Ỗѕ ᶂ

⁮ ᶏ Ҿ Ṕ • ʸ☺↑ ᶣ ;ᴑ ʸ• ˋᴳ

ὸ уӨ ↔ ┤Ԇ ˋᴳᵺи ; ֥ ᵈ ỡ Ὣשּ

͒ פֿ ˋᴳ оᴈ ẩ⅞ ổ еἑ ᾼ ᵈ ┤Ԇ

Ӑ Ἠ ♯ ᴱẦγ Љ ỷ ᷈ →Ό

ѻ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ₑ • ʸ☺↑ ᶣ  

 

 

 

 

 

 

 

 



їגѾї  ע

ɋ ᴜỎԃ їגѾї ᴱẦγ ע ḽϯ  

ע 3 ;ểͯ 

 

βᵶ Ỏԃ ˞ Јằ̻ Ậ וֹ ᴜ ӣ ̓ Ằ −

ЉѾ ͻ ằ̻ ϋ Ẫ ằ̻Ỏԃ Ϲᶡ ˟ᾒ ע

ằ̻ ẩ⅞Ằ → ό ͒ β Ỹᵅ ẏԃ ᴜ Ѫԃ ẏ

ԃ˛ ˞ẏԃ ᴜ ע —Ὼ ѿằ̻ ṥԃуӨπ◘ ╧ ᾝᵈ ᶺ

 

 

Ỹ┴ ╧ — ằ̻ἐ ˞ ᴜᶕ ⁵ −Љ

ằ̻ ╪ Ở їגѾї ע ש ↔ ͻ

Ḛᵭ Ỏԃ ϋ ╧ — ẇΪ ᶂΌ ˂ Ὣ  

˛ Ѿї ᶺ↓ Ѫԃ ˞ὡ ע Ὼ ╧ — ѷ

;ểͯ ỗ ϋ ᶆ ╪  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ɍ ᴜЉ ╪ ˞ —˞  ӣҡγע

 

ₑ  ᶄ− ῒ ˞ —˞ ⁮₢ע ᴽ ᴘπ ỉ  

 

 

˞ —˞ ӣҡγע ˞ ᴜ —˞ ᴜ ע ₢⁮ Ϭ ♯ ᴜỎ

ԃ ѪΪ ỸẴ ͻ Ὣ Ѕ Ό ӣҡγ ᶺ↓ ˛ Ѿї Ѫԃ ╧ —

פֿ їגѾї ע ˞ὡ ⁵ ᴜᶕ Ј ằ̻ Ὼ

╧ — ằ̻ἐ −ЉѾ ˓ổ ᶆῲ ᴜᶕ ỷ ᷈ ╪

Ѕ ϯ  

Ϲ Ầ ṥԃ Ầ ∕ ⅎ −ЉὌж ṭ ї

ể β —˞ ᴜᶕằ̻ Ỹᶂ↑ ᷈ ӣҡγ Ἠ ♯ ‰ ᶓ

ᶳ  

Ḛᵭ ˞ —˞ ӣҡγע ╧ — ẇΪ ᶂΌ ˂

їגѾї ע ⅝ ש ↔ ͻ ╧ — Ѕ ᶽᴭ ;ểͯ Ҿ

ᴜЉ ỷ ᶆῲ ổּנ; Ỏԃ ϋ ; ˞☺ ᴜᶕ

ӣҡγ ╪ ↑ ˢⱲӪͯ  

 



 

1 ᶄ− ῒ ˞ —˞ ⁮₢ע ˞ —˞ ⁮ӣҡγ₢ע ї

˞ —˞ ⁮Ỏԃ₢ע ϖ ˞ —˞ ע ї Ἠ♯Ỏ  

 

ᶄ− ῒ (https://www.mhlw.go.jp/chiikishokuikiportal/index.html)

☺Ḋϧ Ỏ ˢ ῝β ע ⁮ →ΌẰ Ξ ͒ ↔

῾ Љ ˞ Ỹ῾ ͒ ע ᶣ ; Ỹᶂ↑

ᴜᶕ ₢⁮  

 

ɍ їגѾї  

ἥ − ╪ ͻ  

 

 

ᴱẦγ ╗ Ỏԃἧ ῺḀ ╧ ᴳ Ӝ ἥ

Ὣ Ѕ Ό ⅎφ Ӫᵏ ъ їג↑

ἥ ‫ ῾ Ѿγ ᵃ  

ᴜЉ ᴱẦγ ӣҡγ ᶣ→˭ їגѾї ъ

╧ — ể Ỏԃ ѪΪ ͻ ỡ◦ ♯ ḗ ˞ ᴜᶕΞ ϲפֿ

;  

ἥ ὦ ổּנ; ע − ὶ ╧ ↑ Ӝ

ӣҡγ Љ ‰ ᶓ  

ї ᴱẦγ ᴜЉ ╪ Ṗеקּ ᷈

˞ ᴜᶕ ‰ ї  

 



Ɏ ע ⁮אָ ꞉ᶅ╚  

꞉ᶅ╚  

 

 

ᴱẦγ ˞ —˞ ӣҡγע ẇΪ їגѾї ᶂΌ ῾ ӡ

ӣ ѯ ꞉ᶅ ╚ Ὣ Ѕ Ό ꞉ᶅ ╣ ῾

ἵ “ ע ↔ ӡ Ỏԃ ѪΪằ̻ ⁵ṗ ỉᵃ פֿ Ѕ ᴱẦ

γ їגѾї ѕ ἥ ˟ ᴜЉ ‫ ϋ − ὶ ╗  

 

῾ ἽὝ 

ɋ Ḋ Ẵṭ ỡộ Ẵṭ 

Ψ Ḋ ˞ ᴜЉ Ḋ Ẵṭ ѯ ϋ ˞ ᴜ ѯ

ṭ ˞ ᴜ ṭ ₢⁮ ї ѯ Ằ⁯ ˞ ᴜ ṭ ѯ ᶆ↑

Ở ˞ ᴜ ṭ ₢⁮ Ṕ ˞ ↑ Ἆγ ẻ β

ᵶ ᴹ ї Ẵṭ Ѿ ע ΉϹ ḣӏ ѯ Ἠ ♯ ⁮ Ὣ

 

˞ Ỹ῾ ͒ ╧ ↑ ᷈ Љ ϋ ˞Ξ δᴒ Ἆγ ↔ Ѳ

Ҿ ᴱẦγ ˞ ᴜЉ Ḋ Ẵṭ ⁯

ὣ δ  

 



↓ṭ ˢ https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/index.html 

ₑ 11 ˞ ᴜ ї Ẵṭ ὶ ˞ ᴜ ᶄ− ῒ  

 

ˢ ẏԃ ᴜЉ ṉϓ ặᴁΪ Ὣ Ằ⁯ ṉϓ ᵂᾶ

Ḋ Ὣ Ἠ ♯ Ỏ᷆ ѻᴁΪ ˢ ѻѕ ᴳ ᶺ

ᵅṖ ϋầ 14 ỗ ṉϓ ặᴁΪ 5 ᴁΪ Ẵᶺ ᴁΪ

ѯ Ẵṭ Ѫԃ Ἠ ♯ ầ ╧ — ỉ ϯ

ỡ ╧ ↑ Љ ᶽᴭ ϯ ᴁΪ Љ ʼ Ҿ

 

 

14ỗ ṉϓ ặᴁΪ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001116307.pdf 

14ỗ ṉϓ ặᴁΪ ϖ  

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001287386.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001287207.pdf 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001287386.pdf


 

ₑ 14ỗ ṉϓ ặᴁΪ  

ὶ Ϲ Ầӣγ ẏԃ ᴜ ᴜᶕ̘ת Ξ Ϲ ẦЉ ; ↑ ї ḱ

Ỏԃ ḉᾙ 

╧ — ẏԃ˛Ϲ ᴳ ѯ♦ ⁵ •⁬Ѿ ˓ổ π◘

ᴜᶕ ʸ☺ ι —ῺуӨ →כ −ẏ↑ ᶆῲ אָ Љ ѻ

—ῺуӨ π◘ ỉ ֥ ṭ ổ Ỹ◐ ⁵ṗ Ѕ Ό

Ὣ  

Ḋ ᴱ Ậ֜ וֹ ˛ ᴹἐ Ѕ ᴜẰ ⅝↔ ỷ ᶆῲ

ᶆ Ἠ ♯ ⁮ Ḋ ᴜẰ ᾈ ˇ ѯᾈ Ở ᴱ

Ỏԃἐ Ằ ᶺ ῾ Ӝ ⅝ ↔  

ᴱ ˞ —˞ ⁮ӣҡγ₢ע Љ −ЉὌж ṭ ї їגἐѕ ꞋḀ ↔

⅝↔ ᶺ ᴹἐӣҡγ ˇ Ỏԃἐ ї ῾ ᵺи ᶺ ╕ ך ᶺ

ằ̻ ᴜậ ш ̝ Ầ ᴮὂ ỷ ᷈ Ỏԃἐ ˟→ ₑ ᴜẰ

ї ἽὝ ┘ ᶺ Ậ֜ וֹ ˛ ᴹἐ Ӝ  

Ậ֜ וֹ ˞☺ ᴜᶕΞ ┘ ṭ ʼ ỸẴ Ѕ ᴜᶕ 21

ẅỗ ₢⁮ ᴜẰ Ῠἐˀϑ ằ̻ ᷈ ἐ βᵶ ♯–͕

ṭ ↔ ᶂ Ỏԃ̘̓ ᶏ ˞ὡ ꞈ ͒ ⅝ ↔  

˛ ᴹἐ ᴜỎԃỸẴᴁΪ ṭ Ẑ ϯ ỸẴ ⅝ ↔ ᶺ ˞ —˞

↑ ᴜỎԃ ϯ ˅ ѯᾈ ỷ ᷈ Ỏԃἐ ◑

ך Ῠἐ ͻ ᶂΌ ┘ ᶂ

ỷ ᷈ ᴜẰ ỸẴ  

˞ ᴜ ẏԃ ᴜ Ḋ Ẵṭ δ ϧѾї ע ₑ

╧ — Ѕ Ό Ҿ  



Ɍ ᴁ῾ ϯ Ξ ϯ  

˞ ᴜЉ ᶂΌ ϋ Ῠ ˞ Ỹ ʤ Ὣ

ᶀ Ẵṭ ᴁ῾ ϯ ˞ Ξ ϯ ˞ὡ ᴜ

ᶕΞ −ЉὌж ᶆד Ỷ ᶣַא ʤ ᴜЉ

╧ — ї ֥ ᴩ ;

˞ ỡộ ᴜᾒ ע ˞Ξ ї ῾ ӡ ; ↑  

ᴜ⁫ Љ Ṕ ╧ — ể δ Ὣ

ˢ ᴜ⁫᷆ ᴖʫ ᴖ ềỷ BMI Ή Ằ ѝ ̓ ⁬

Ѿ ╗ ͻ ᷆ ѝ פֿ ⁵ ỡ⁬ ⁬ Ѿ   ∆ϯ

ʤ ỸṔ − ỡ ῳ ʸ☺

Σ Κ ṉϓ ᾶ  

פ ╧ — ˞ ᴜЉ ẇΪ ⁬ Ѿ ͻ ̓

Ằ −ЉуӨ ↔ ὡ ᴜᶕˋủ ᶆῲ ᵂ ᶽᴭ ´ Ὣ

˞Ξ ї ῾ Ҍ ΉϹ ḣӏ ѯ β ᶺ Ỹᶂ↑ ᴜ

Љ ϋ ;  

ỡộ ᴜᾒ Ẵṭ ᴁ῾ ϯ  

 e-Stat Љ ᴁ ̰ ↓ ᴁ  

https://www.e-stat.go.jp/ 

 ˞ ᴜ ᴜᶕ+⁮Ỏԃ ḉ ᶄ− ῒ  

https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/32-19.html 

 ϧỡộ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.e-stat.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/32-19.html


Ỏԃ ᴩ  

ɋᴜᶕ ằ̻  

 

ₑ 13  ỗ˛ ᴡӣҡγ ỎԃỸẴע  ὶ ˞ —˞ ⁮₢ע  

 

 

 

 

 



 ᴜᶕ ằ̻ ϖ  ὶ ˞ —˞ ⁮₢ע  

 

 

˞ —˞ ⁮₢ע Ậ֜ וֹ Ѫԃ ᴹἐ ӣ ὡ ⁵ ᴜ

ᶕ ằ̻ Ở ˞ —˞ ᴜᶕΞ ḱ ʤ Ξ ͒

╚ ᴜᶕꞈ ̓ ӰỲ Ẵṭ ϋ ᵭ ỸẴ ͻ π◘

ͽ נּװ ᴜỎԃ ẚ♯ ᶣ ☺ їגѾї

ע ˞ ↑ Ὣể  

 

ᴱ PTẦγ OTγ ᴜỎԃ ї  

 
 

 

 

 



ᶄ− ῒ ˞ —˞ ⁮₢ע ᴱẦγ Љ и 7

ᶳ ᴱẦγ Ậ֜ וֹ ╚ ˞ —˞ ⁮ӣҡγ₢ע ẇΪ

╧ — ╧ — ể ˞ ᴜᶕΞ Ѫԃ Ỹ῾ גּ ằ̻ṭ ʼ

ꞈἪ ♯–ᶣַא ἐ ԃ ˋắᴒ ὣ

῾ ổ פֿ ῾ ᵺи ӡ ꞈᵧ δ ‰ Ὣ

ᴱẦγ Љ ╧ ↑ δ Ỹ┴ ᶋỎ ∕ ḗ

ṥ→ ╝ Ὼ Љ ᶂΌ “ ↑ ᷈ ӣ ⅝

ᶣ ӣҡγ ḑ ̓ Ὄж —ῺуӨ π◘

ằ̻Љ ϋ Ỹ◐ ї ; ᾬᶏγҡᾒ

Ѫԃ ע ᾴѪԃ ᴜᶕΞ ʤ ḱ ỸẴ  

῾ Ῠἐ ͒ Ѫԃ ằ̻

ᶣ —Ὼ ꜘ Ằ ᴜᶕꞈ γ ᴮὂ ᴜ ᴩ

Ṕ Ӝ ῾ ỷ ΉϹ ḣӏ ╧ ↑ Σ טּ Ῠἐ ї•

ᶺ Ḁ Ӝ Ὣ ♬ ̓ Ằ ᶺ ῺḀ Ῠἐ

−Љ ⁬ Ѿ ͒ ◑ נּװ כ Ӝ ᶏ Ҿ  

ї ⅝ ϯ ᴑ ע ⅝ ↔ ˛ậ ᴜậ ш ̝ Ầ ╧

— ӣ ˞ ᴜЉ ᶺ ; ╧ ↑ Љ Ѕ Ỹᵅ

╧ — ⁬ Ѿ ͻ ̓ Ằ −ЉуӨ ↔ • Ѕ

Ỏԃ ỸẴ ό ủ Ῠἐ ҁ

Ὣ ҁ ᶺ ˢ ⁵ ᵈ ҁ

ắ ỡ ᶺ Ҍ ᶺ ї•ѻ ї•ѻ ᾈ ѻ Ỹ

ᶺѻ ˓ổѻ 5 ╧ — ᾑѻ 3 ό ї•ѻ ᾈ

ѻ Ῠἐ ҁ ˋ ˰ ὶ ằ̻ ; ї•ѻ

╝ ᾈ ѻ ầ ˢᾗ ᶳ ό ͒

ằ̻ ᶺ Ỹᶺѻ ˒ᶺ אָ Љ Ѫԃ −ẏ↑ᶆῲ ὤԃ˭

π◘ ѻ  

Ỏԃ ỸẴᵭ ᶂΌּז PDCA ε ằ̻ ỷ ᷈

→Ό ỡộ Ѫԃ ḉ “ їג ỗ ˀ᷅ נּװ ằ̻

Љ ỡộ ᴜỎԃ ⅝ ♯ ḗ ổּנ; ằ̻ ⅝ ᶣ

 

ᶄ− ῒ ╚ ᾴѪԃᶆ ᴜᶕ ằ̻ ᾝ֖ ⅝ Љ Ѫԃּא

ᴄᵂ ╧ — ╧ ↑ ˞ ѓᴽ ẚ♯ ↔ ᴱẦγ

˞ ᴜᶕ ╧ — Ậ֜ וֹ ᾴѪԃ ӱ ˞☺ ᴜᶕϫ

Ḱ ⅛∆ ⁵ −Љ ỷ ᶆῲ ᶽᴭ ᶳ  

…Ὣ ᴩ Ⱶ ᴜỎԃ ἵ ך ỸẴ

ʸ Ẑ Ỏԃ ϋ ἵ ך ῺḀ ᾝ→֖ ᾝ֖ Љ

ᴩ ϑ ỉ֖ Ẑϯ ₑ ᵅỸ ᴱẦγ Ẑ Ỏԃ

נּװ ṙ↓ Ỏԃ ϩ ↑נּװ ằ΅ ; ↑

ỸẴ ˢỖ ͒ ᶂ ѻ ổּנ; ⅝ Ҿ  

ᴱẦγ ע ᴜЉ ỸẴ ῺḀ STEP2 5 ϛ ᷆ ỸẴ

ᶳ  

 



Ɍ Ḁ  

ᴜỎԃ ̳Ћ ᶂΌ ⁮ їגἐ Ḁ ᴑ Ṕ

ᵈ ᴷ ὣ ꞈἪ Ὼ Ὣשּ ẩ⅞ ╕ ꞈἪ Ỡ

ד ד ẩ⅞ ổ “ їג ӣ ;  

ꞈἪ ᶏ ᾼ ῩẔ ᵈ │ ◗ᶆ їג

Ḁ ꞈἪ ѻ Ἠ ͒ ʼ ↔ ᶺ

Ὣ ╝ Ṕ ╧ ᵴ Ῠ ᵅ ꞈἪ ủ − •

Ⱶת ᵅỸ ˙ ˋủ ֥

ӡ ; ╝ Ҿ  

Ỏԃ ͻ ◑ ῾ Ỏ◗ ἽὝ ꞈἪ ӡ е ˋắ

ᴒ ; ᵅṖ ỸẴ π◘ ͒ṭ ϯ Ὣשּ ‫

ʼ ᶺ ꞈἪ ἧ ↑ תּ ӣ ⁮  

Ḁ ῾ ᵺи Ὼ ꞈᵧ δ “ ‰ ╕

ᴜỎԃ →ᶁ ┤ Ὣ −  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ᴜỎԃ PDCA  

ɋ PDCA  

 

ₑ ᴜỎԃ ͻ 

  

ᴜỎԃ ͻ Ῠ ͒ ˑ ể ᶺ  

ᵌ⁵ ͻ ᴜẰ ╕ Ӝ Σ ϯ ᴕΌ

ᶺ ᴜᶕ  π◘ ᴳ →Ό ϯ Ὣ Ῠἐỡ⁬

ͯ Ằ ᶺ ỸẴἐ Ҙί ￼ ↑ ͻ ᴕΌ ↔

Ḛᵭ Ằ π◘  

ˢ Ὕ ͻ ᵌ⁵ →Ό Ὕ┤ ˞ Ỏԃᾒ ↑ ˂ ᴜẰ

ᶂΌ ʤ ᴜẰ ἵ ἵ ϴ Ằ ᶂ↑

ᴩῥ ; ᾈ ỷ ͯ ┘ ↑ π◘ ᷆

ᴳԆ ᶺ ╚ Ӱṗ ᶏ Љ Ὕ ͻ ᴕΌ

ỷ ᶆῲ ỸẴἐ ᴮὂ  

ᴜỎԃ☺ ͻ ᶣַא Σ ᴕΌ ẅ ѐ ꞋḀ

ḾὊ →Ό →Ό Ể Σ Ỏԃ ѯ ⅝ ỉᵃ ↔

 Ӳ ͻ Ῠ ᴕΌ Ξ ỷ ᴳ Σ ᶣַא ͻ ᶂΌ

π◘ṭ ὶ Ҿ ϲפֿ ͻ ᴜЉ ỷ ᷈ ổּנ; Ỏԃ

̘̓ Ѳ  

 



 

ₑ ỎԃЉ ͻ  

 

˛ ᴜỎԃ ỷ ͻ ♯ ᶓ Љ

ᶣַא Σ ᴕΌ 3 אּ ằ̻ ỷ הּ → Ḁ↑

ѯᾈ ͻ ᶺ Ӝἐ ᶳ ằ̻ Ῠἐ Ḁ

ỷ ᷈ ᵈ ᶳ  

ᴜỎԃ ᶣַא ͻ Ỏԃ ằ ⅝ ẚ♯ ϯ —˭

ỉỷ Ẑ Ẵ╚╚ Ѿїכֿ ע Ἆγỉᵃ Љ  Ӳ Ῠ Ỏԃ ѯ ↔

ᴳԆ ỗ Σ ͻ ᴜẰ ỸẴ Ӳ ┘ ῾ ἽὝ

┘ ╚ Ằ Ἢ ◑ ỸẴἐ Ҋ Ῠἐ טּ Љ

̼ ᶺ ϯ ᴕΌ ͻ Ỏԃ →Ό ₲ ᵅ

ᴳ ᴜ⁫ᴕΌ π◘ −ЉὌж ׄ ͯ Ẹ βᵶ ˛ ₢˒

Ằ —˞ Ҷԃ ₲ ѻҶԃ ѝ  

ẅ ể ͻ →Ό זּ Љ ᴳ π◘ Ằ ᶏ

⅝ Ӫͯ ᴜỎԃ ỷ ᷈ Ὣ Ἢ  

 

 

 

 

 

 

 



Ɍ ẅ ể ͻ  

  ᶣַא ỎԃỸẴ ẚ♯ ⅝ ͻ  

ỎԃỸẴ ẚ♯ ⅝ ͻ 

 

 

 

ᴜỎԃ ᶣַא ͻ Ỏԃ ̳Ћ ᶂΌ ỸẴ ⅝ ᾈ  Ӳ

ᴱẦγ Ḁ ᶺ Ỏԃ ᶆ↑ Ѕ ϯͯ

ᴕ ỸẴ ỡộ —˞їגѾї ע ⅝ ᶣ ˞☺

ằ̻ ⅝ Ӫͯ Љ ᶓ ổּנ↑ ḯ˺ ♯– ꞈ ᾝᵈ

⅝ ╧ ể ϲפֿ ằ̻ ; Ỏԃ ỷ ᷈  

Љ ◗ ˞ ↑ ʤ ῾ ἽὝ ˞⁫ ᶺ ỸẴἐ Ӫ Љ

ͻ Ẑ ϯ Ὣ ♬ ỉᵃ ↔

Ỏԃ Ỹᵅ↑ ᴕ ԃ ᴳḀ ╧ — Ỏԃ е

ỸẴ ỷ ̚Ӽ ∆ ⁵˭ ⅝ Ҿ  

Ѕ ϯ ϧỡ ═ ˅ ϯ ᶂ ̘̓ ; Ῠ

ἐ ϛ Ѫԃ ӣҡ Ὼ ╚ ʤ ꞈᵧ δ ⁮אָ Ѳ Ỏԃ

ἵ ↑ ᷈ Ḿᵭ ͻ Ỏ◗ ᴩ ◑ Ỏԃ

→Ό ϯ ʤ ᾈ ;ᴑ ♬ ↔ ᴜỎԃ ᶣַא

ỷ ϯ ᶂΌ ằ̻ ;  

 

 

 

 



  Σ Ỏԃ → ᶆ Σ Љ  Ӳ ͻ  

Ỏԃ → ᶆ Σ Љ  Ӳ ͻ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



ᴜỎԃ ỷ ͻ Σ ´ Ὣ ♬ Ỏԃ → ᶆ

Љ ᶺ ֥ ᴩῥ Ỏԃ ὶ Ῠ ˞ Ὕ

ᴜᶕ ͻ уӨ ͻ ╕ ỸẴ ᵅ  ʤ Ξ

ὶ ; ỗ ᴁΪṭ ѯ →כ  

┘ Ξ ϯͯ Ῠἐ ϯ ʤ Ҿ

ʤ Ỏԃ ᶆ↑ ;ᴑ Ξ ѯ Љ ᴩ

ѯ ᴁΪ ṭ ᶺ → ᶆ Ỹᶂ↑ Ỏԃ ϋ ;  

ṭ ỎԃᴁΪ Ῠἐ еטּ Ὣ ͻ

╧ ể ằ̻ Ῠἐ ͻ ѐ ѻ ͒ ᴁΪ

Ỏԃ ỷ ḯ˺  

ͽ ể Ὕ ☺ ᶺ

ἐ ᵌ ͻ Ῠ ᴜᶕϫḰ ⅛∆ β

ᶂΌ ᷈  

Ỏԃ ẇͽ Ῠἐ ἐ ᶺ

Σ ỷ ᴑ ể Ј נּװ ằ̻ ⅝ ↔ Ỏ

ԃ “ ↑ ᶆῲ  

Ῠἐ ᶺ ͒ ᶺ Ỏԃ ᶂΌ ḯ˺ ♬

ї•ѻ ї•ѻ ᾈ ѻ ϧⱲ ό ╕ ᶺ ẚ♯

 

Ῠἐ ᴜᶕ −ЉὌж ї ҁ אָ Σ ỷ

ͻ Ὣ ҁ ᶺ ˢ Ỏԃ →Ό Ҍ  

Љ ỉᵃ ỡἧ ˟→ ˞ὡ ἧ ẇͽ אָ Ἠ ♯ ᶺ

ͻ Ῠ Ṗקּ Ỏԃ ổּנ↑ ˞☺ ᴜᶕ Ѳ  

Ỏԃ ї їגἐ Ầ ע Ἠ Ξ ӡ Ỏԃ

Ỹᶂ↑ ᷈ ᴑ ♬ Ἧ—פֿ ˞ ӣ Ј ằ̻

⅝ ᶣ  

Љ ‪ →Ό Ξ ϯ ỗ π◘ ϯ Ὣ

ͻ π◘ Ѿ Ỏԃ ỷ נּװ ᶆῲ  

Љ ⁵ṗ Ѿγ Ӝ ằ̻ ỷ ᷈

;ᴑ ᴮὂ ϹὌ Ὼ ╚ ╧ ↑ ͒ Ӫͯ  

Ḿᵭ ᵌ⁵῾ ᵶ ╕ ᶺ Ỏԃ “ ↑ ↑ Ԇ

Ὣ ῾ ш Ῠἐ “ їג ѯ  

Σ ͻ Ỏԃ ᶣַא ᾈ ᴕΌ →Ό Ϭ Ѕ Ό

ỷ ᷈ ᴜỎԃ Ỹᵅ ᴑ ể  

 

 

 



ᴕΌ → ₲ ͻ  

    → ₲ ͻ 

    

 

ᴜỎԃ ỷ ͻ ᴕΌ Ỏԃ →

Ở ḾὊ Ằ Ὣ Ѕ Ό Ỏԃ ὶ ỸẴ ᴜᶕ ͻ уӨ ͻ

ᴁΪ ỸẴ ϯ ͻ ╕ ᶺ Ỏ

ԃ ᶆ↑ →Ό ￼ ↑ ᴩῥ ѯ♦  

ỗ ╚ → ʤ Ҿ Ỏԃ

Ῠἐ טּ ѝ ꞋḀ ͻ Ỏԃ ᶂ↑ ;ᴑ

Ỏԃ ỸẴ Ῠἐ ῨὝ ͯ − ᴜᶕ  −ЉὌж π◘

ʣͯ ᴩῥ  

Ỏԃ →Ό ѯᾈ ϴ כֿ ˞ ΣӋ Ỹ┴ ῐ Ḁ ꞈ

ͻ ; ͽ ᴜᶕ  ᶳ −Љ Ỹ◐ ⁵ +ͽ

ᶺ Ằ Ὣ  

˞Ἆγ ̚Ӽ ᴳ Ỏԃ ὡ їגἐ ᴜᶕˋủ ᷈

֥ ᶺ ᴳ Ỏԃ ҷᶂΌ Ở Ὣ →Ό Ỏԃ

₩ᶺ ỸẴἐỡ⁬ ˋủᶆῲ  → ᴳ ♯– → ѐ ͻ

♬  

ѻ ể Ỷ − ͮ ˛ ͯ

Ằ Ỏԃ ổּנ ᶂΌ זּ Ὣ ѻ →Ό ᾳ

ᴜᶕ ᶆ↑ Ở  

ͻ ᶣַא Σ Ἠ ♯ ỸṔ →Ό − ὶ

ᴜỎԃ ỷ ꞋḀ ḾὊ ;ᴑ ể  



ͻ  

ͻ  

 

 

ͻ ╧ — ˞ —˞ ᴜЉ ᶺ Ṕ

Љ ỷ ϲפֿ ͻ נּװ π◘ ₑ Ỹ◐ ṥ→

ͻ ˛ ỷ ᶣַא Σ ᴕΌ ẅ ể הּ ѯ

Љ ᾈ ό ỸẴ →Ό Ể ˢ ש ʤ

Ỏ◗ Љ Љ ϋầ◗ ⅝ ỉᵃ ↔  Ӳ ϯ ;

Љ נּװ ᶺ ͻ ỸẴ ע ⅝ ᴳ ᶺ ᶂΌ Ỏԃ

ϋ ˞ Ј —˞ ᴜᶕằ̻Љ Ἧ—פֿ ї

ṽ Ӝ Ҿ ͻ ♯ Љ ↑ ỷ ᶆ

ῲ ѻ ͻ Љ ╧ — ỡ⁬ ╧ ↑ ˞ —˞ Ḿ

ᵊ ѷ ὡ ὤԃ˭ ᴜᶕ ᶽᴭ ;  

 

 

 

 

 

 



ᴱẦγ Ỏԃͯ 

  Ỏԃʼ ỉ  

  ỡộ —˞їגѾї ע ổ ỉ ṥ→  

  Ỹ┴ ᶋỎ ∕ ḗ ꞈἪ δ ╕ 

   

′ḗ╣ ↔  

  ꞈ Ỏԃ˃ ′ ḗ ꞉ᶅ ↔  

  ằ̻ ṥ→ 

  Ἠ ♯  

  їג 

  Ỏԃ ϋ ᴳ┤ ╚  

  ᾝ֖  ᴳ┤  ≠Ҿ  

 

ɋϑᶆ ᾈ  

ϑᶆ ᾈ ˞ —˞ ᴜЉ ̳Ћ ᶂΌ ϋ Ὣ

Љ ϑ їגἐ ∆ δ ӣ ⅝ Ỏ◗ ῾ ↔

⅝ᶣ ᴑ  

ỡộ —˞ їגѾї ע ₑ Ỏԃʼ ỉ

ṥ→ ỉ Љ ΣӋ Ỹ┴ ᶋỎ

∕ ḗ ꞈἪ ї• ˰ “ ểϱ щᴓ

ᾑ ╗ ꞈἪ δ  

ỗ ꞈ Ỏԃ˃ ἵ ′ḗ꞉ᶅ ↔ Ὣ

₲ Ἢ ˋ ἐ їגѾї ҁᴄ уӨ ↔

͒ Ѕ ͒ Ỏ◗ ᾈ Ḁ ͒ ỷ

 

Љ ֥ Ở ằ̻ ṥ→ Ҿ Ῠἐ

Ⱳ ᴜᶕΞ ͒ ₲ ˋ ὦ ͒ ; Љ ᶓ

ͽ ΣӋ Ἠ ♯ Ở Љ ӡ їגἐ δ ӣ

ˢᾝ  

↔ ϑᶆ ᾈ ᴑ ♬ Ỏԃ ϋ ᴳ┤ Ỏ◗

╚ Ẑш їגѾї ך ≠Ҿ

; ᾝ֖ ᾝ→⅝ ῾ ἽὝ Љ ṙ↓ ᴄ

ᵂ ổּנ; Љ ̘̓  

ᾈ ᶺ ϑ “ їג Љ ẇͽ ᷈

ᴕΌ ˞ —˞ ᴜᶕ ₢⁮ ᶽᴭ ;  

 

 



Ɍ ᶆ ᾈ  

  ỗ Ẑ 

  Ỏԃ נּװ ᶺ ỗ Ẑᴁῲ  

  Љ Ῠἐ ỸẴ ͻ ϯ  

  ⁵ṗ˟→ ⁵ṗ ͯ 

  ⁵ṗ ˟→ ͒  

  ỎԃỸẴ ḉγ ᴮὂγ  

 

ᶆ ᾈ Ỏԃ נּװ ᶂΌ ̘̓ ♯– ⅝Ӫͯ

ỉᵃ ϯ ᴕ Ὣ ᾈ ⁮ Љ ỷ ᷈ ϑ

ע ̳Ћ  

ỗ Ẑᴁῲ Ỏԃ ổּנ↑ ϯ ᴑ Ὂ

נּװ Ἠ ♯ ˂ ꜙ ό Ẑ ᴳ ת ↔

Ὣ ⁵ᴙ ỉṗ ᴮὂ ᶓ Љ ᷆ ֥ ▐ ὶ ṙᵃ

ϯ ᶆ їג ᾘ ↔ ⁮ Ẑ ὶᾒ ꜙ ↔

ỎԃᴁΪ ꜙ ᶺ  

ỗ ỎԃᴁΪ ṭ Љ Ῠἐ ỸẴ ͻ ϯ ї

ἐѕג ӡ Ҿ ᴁΪ Љ ᶆ↑ →Ό

Ở Ằ⁯ ὦ ↑ ổ ֥ ↑ Ỹᵅ; ↑ Ὣể ╕  

⁵ṗ˟→ ⁵ṗ ͯ Ỏԃ ʸ ̘̓ Ὣ ♬ Љ ⁵ṗ ╧ ↑

͒ ᷈ ѻ ᴮὂ OJT On-the-Job Training ỸẴ ˟→ ⁵ṗ ш

╕ ⁵ṗ ⅝ ↔ ˞ —˞

Љ ᵅῺ ͒ ὦ ͒ Ҿ ₲ ⁵ṗ ϯ  

ỎԃỸẴ ᶣ ḉγ ᴮὂγ ϋḼ ᴁΪ ᶂ ḉγ

Љ →Ό Ξ їגἐ ӡ ỗ ˀ᷅ π◘ ᴳὶ Ѿγ ᴮὂγ

ᶆῲ ῾ ᵺи ⁮אָ ♯–☺ ᶆῲ Ὼ ♯– ע

Ӫͯ Љ ỷ ᷈  

ᶆ ᾈ Ỏ ṥԃ Ỏԃ ḣг ằ ╪ Ἠ ♯

נּװ Љ Ỹᵅ ᶆ Ὣ  

 

 

 

 

 

 



ᶂΌᴩῥ 

ᴮὂγ ḱ ᴩῥ 

ɋ  

5 7 ỸẴ ᴮὂγ ᴕΌ ằ̻ד ᶂΌ ᴩῥ

ᴱẦγ →⁵ ᴜᶕ Ỏԃ Ἠ ♯  Ӳ ͯ

  

Ɍ  

     ϴᴩῥ ỸẴ  

 

╚ A ╧ — β ắ ᴜẰ −ЉὌж Ῠἐ ḑ

ṭ ᴜᶕ 0ỗ Ầγ ᴩ

Ỏԃҷ ṭỎԃ ᷈ ἐ 65ṇˀῲ ᾤ  

╚ B ╚ A ε ῺḀ  

ᴩ Ể Ӱ ₲◑ ;  

כֿ Ậ֜ וֹ ϑ ˃  

Ầγ →⁵ ᷈ ἐ ᾤ ᴜᶕ ˋủ 

ῲҊכֿ 2 ỡ Ҋṓ 

╚ C ᷈ ᾤ ᴜẰ Ῠἐ 40ṇˀῲ →⁵ Ῠ ᴜᶕ ᵅṖ

Ầγ Ἠ ♯ −ЉὌж ḑ ṭ Ỏԃ ◑

₲◑ ;  

Ὕ Ӱ˟ 

῾ “ 

ꞈ Ằ  

Ỏԃ Ἠ♯  

╚ D ╚ C Ỏԃ Ἠ ♯ ε ῺḀ Ỏԃ Ἠ ♯ Ӱ

₲ε ;  

͒ ⁵ṗ ♯– ї Ἠ ♯  

Ỏԃ ϋ ї ї Ἠ ♯  

Ỏԃ̘̓ ї Ἠ ♯  

῾ Ҙί ї Ἠ ♯  

כֿ Ἠ♯ ỡ Ҋṓ  

╚ E Ỏԃ ї ᾒּכ ᴱẦγ →⁵ ᴜᶕ ͵ Ἠ ♯

ᴮὂᴕΌ ᴱẦγ ῾ ӡ Ỏԃͯ Ẑͯ Ỏԃᴁ

Ϊ ʼ  

 



 

╚ F 2025 פֿ ⅎ ᶆ Ḋ ᴜᶕ ᶆ Ἠ♯ ỸẴ ᴁΪ

Ӱ ͮ  

ỸẴ Ҋṓ  

ỸẴ  

╚ G 2026 פֿ ⅎ ᶆ Ḋ ᴜᶕ ᶆ Ἠ♯ ỸẴ ᴁΪ

Ӱ ͮ  

Ỏԃͯ ᴁΪ Ҋṓ  

ᴩ  

ᴁΪ  

 

ɍᴕΌ 

ϴᴕΌ  

╚ A. ╧ — β ắ ᴜẰ −ЉὌж Ῠἐ ḑ
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